
                

 

 

琅琅 

鎌倉史跡を巡る：11 月 2 号 鎌倉山（仏行寺～扇湖山荘～極楽寺）コース 

◎コース：①仏行寺(源太塚 梶原景季) ②三島神社 ③夫婦池公園 ④しのぶ塚(景季夫人) ⑤扇湖山荘  

⑥藤原義江近衛文麿旧邸祉 ⑦爆弾三勇士碑 ⑧鎌倉山神社 ⑨熊野那智飛瀧権現 ⑩月影地蔵  

⑪熊野新宮 ⑫極楽寺 ～江ノ電極楽寺駅（解散） 

無学祖元坐像 

峻厳な禅風：無学祖元像 

常楽寺梵鐘 

1248 年時頼が父 

泰時供養の銘判明 

の鎌倉 

最古の梵鐘 

峻厳な禅を伝えた 

無学祖元坐像 

◎〈仏行寺〉：梶原景時・景季父子は頼朝に仕え幕府要職についていたが、頼朝死後、有力御家人 66 人から

忌まれ失脚。、梶原一族は、寒川から上洛途中、駿河清見関辺りで吉香一族に討たれた。その際、妻（しのぶ）

は届いた夫景季の片腕を埋め（源太塚）自害。村人は仏行寺を建立し信夫の霊を弔った（しのぶ塚）。 

〈扇湖山荘〉：昭和 9 年、製薬会社で財を成した長尾欽彌の別邸。飛騨高山民家を移築・改築。大江新太郎と

森口三郎の設計。作庭は小川治兵衛と岩城亘太郎。窓から一望の海が扇形の湖のように見えることから「扇

湖山荘」と称した。伏見亭は伏見宮邸から移築、最も高所に建ち「山荘」の別棟茶室として魅力を高める。 

〈熊野新宮〉：極楽寺境内に描かれた極楽寺の寺鎮守。忍性が熊野本宮から勧請したもの。忍性の足跡を著す

「忍性菩薩行状略頌」に、文永六年（1296）四月草創の記事がある。 

仏行寺 
源太塚の前で 

源太塚 

しのぶ塚 

扇湖山荘・門前 

扇湖山荘母屋 

扇湖山荘 金の間・銀の間 極楽寺・境内図 

扇湖山荘・１階からの絶景 


